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「恵みの沈黙」
詩編46編11節
46:11 「力を捨てよ、知れ／わたしは神。国々にあがめられ、この地であがめられる。」

ルカによる福音書1章21～25節
1:21 民衆はザカリアを待っていた。そして、彼が聖所で手間取るのを、不思議に思っていた。
 1:22 ザカリアはやっと出て来たけれども、話すことができなかった。そこで、人々は彼が聖所で幻を見たのだと悟った。ザカリアは身振りで示すだけで、口が利けないままだった。
 1:23 やがて、務めの期間が終わって自分の家に帰った。
 1:24 その後、妻エリサベトは身ごもって、五か月の間身を隠していた。そして、こう言った。
 1:25 「主は今こそ、こうして、わたしに目を留め、人々の間からわたしの恥を取り去ってくださいました。」

1 　
　　早いもので8月も今日で17日です。今日までお盆休みで明日から仕事が始まるという方も世間では多くおられると思います。昨日と今日は故郷に帰省された方がそれぞれの生活の場に戻るUターンラッシュのピークだそうです。昨日お昼ご飯を食べに牧師館に戻り、何げなく2階から外を見たところ、ご近所の方が大きな車に乗ったたぶん娘さんとお孫さんだと思いますが、手を振って見送っている姿が見えました。寂しさと同時にどっと疲れが出るんだろうなと思いました。そしてご夫婦二人の静かな生活が再開するんだろうなとも思いました。
　連日暑さの厳しい日が続きますが、立秋を過ぎて暦の上では秋になりました。夜になり、静かにしていますと鈴虫やコオロギなどの秋の虫の声が心地よく聞こえてきます。確実に季節が進んでいることを思わせられるのです。
　慌ただしい毎日の中で心を静めて静かに耳を澄ますということはなかなかできない私たちですが、静けさの中で季節の移ろいや自然の豊かさを思い、改めてこの世界をつくってくださった神様の素晴らしさに思いを向けるものです。
　「沈黙は金、雄弁は銀」ということわざがあります。「黙っていることが、時には雄弁よりも上策である」という意味だそうです。この世の中は雄弁であること、説得力のある言葉を流ちょうに語ることができることに価値があるように思われています。政治家の人たちはその典型だと思いますが、自分の言いたいことを上手くアピールできて聞いている人が納得する言葉を語れる人がやはり人気があります。その反対に口数が少なくて自分の思いを上手く表現できない人はあまり評価されない傾向にあります。けれども、「黙っていることが、時には雄弁よりも上策である」とありますように、例えば友人に悩み事を相談してあれこれと不必要なアドバイスをされるよりも、ただ黙って聴いてくれる、ただ黙って側にいてくれるその方がずっとありがたいことがあります。
　とかく沈黙、黙っているということはあまり評価されない世の中ではありますけれども、私たちが沈黙をする、特に神様の前に沈黙をすることが大切なことであり、沈黙の中でこそ見えてくるものがあることが今日の聖書箇所に記されているのです。心を静めて共に御言葉に聴いていきましょう。
2 
　　先週は祭司ザカリアが聖所で祭司の務めをして香をたいて祈っていると突然目の前に天使が現われて「あなたの願いは聞き入られた。あなたの妻エリサベトは男の子を産む」と告げたところを共に読みました。しかも生まれ来る子供は旧約聖書に預言された預言者エリヤの再来であり、やがて生まれる救い主のために道備えをする者であると告げられたのです。ザカリアは天使の言葉を信じることができずに「何によって、わたしはそれを知ることができるのでしょうか。わたしは老人ですし、妻も年をとっています。」と答えました。それもそのはずです。ザカリアと妻エリサベトの夫婦は神様の律法をきちんと守り神様の前に正しく歩んでいたのですが、二人には子供が与えられずにすでに年を重ねていたのです。そんなザカリアに天使は「あなたは口が利けなくなり、この事の起こる日まで話すことができなくなる。時が来れば実現するわたしの言葉を信じなかったからである」と言いました。すると天使の言葉どおりザカリアは口が利けなくなり、話すことができなくなりました。ただ、ザカリアが口が利けなくなり話すことできなくなったのは、決して単なる罰ではなくて、そこに神様の御心が働いており、それが神様の御業であることを私たちは共に聴きました。
　祭司が聖所での務めを終えて外に出てきたら、通常は民数記6：24～26に記されている
「主があなたを祝福し、あなたを守られるように。
 　　主が御顔を向けてあなたを照らし／あなたに恵みを与えられるように。
 　　主が御顔をあなたに向けて／あなたに平安を賜るように。」
　この「アロンの祝祷」を外で待っている民に対して行って祭儀の終わりを宣言しました。しかし、ザカリアは口が利けないのでこの「アロンの祝祷」をすることができず身振りで示すだけでした。人々はザカリアが聖所で幻を見た、これはただ事ではないことが起こったと悟ったわけです。そしてザカリアは務めの期間が終わって妻エリサベトが待つ家に帰ったのです。
　家でザカリアを迎えたエリサベトの反応がどうだったのかは想像するしかありませんが、それは驚いたことでしょう。祭司の務めで家を出ていく時には普通に口が利けたのに務めを終えて帰ってきたら一切何も語らないのです。子供のいない老夫婦ですから普段からそんなに会話をすることもないでしょうけれども、一言も語らない夫の姿にエリサベトもこれはただ事ではないと思ったことでしょう。
　「どうかしたの。何かあったの」そんなことを聞いたのでしょう。けれどもザカリアは一切話さない。話せないのです。ただ静寂だけが流れるのです。そしてすぐにかしばらく時を置いてかはわかりませんが、ザカリアが聖所で経験した出来事を例えば木の板に書くとか、身振り手振りとか何らかの方法でエリサベトに伝えたのでしょう。60節で二人の間に子供が誕生して名前を付ける時にエリサベトは「いいえ、名はヨハネとしなければなりません」とザカリアしか知りえないことを知っていてそのことを近所の人たちに言っていることを考えるとザカリアから何らかの方法で伝え聞いていたと考えられるのです。
　神様が年老いた自分たちを用いて下さり大きな御業をなそうとしておられる。沈黙の中でこそ二人は神様に祈りをささげたと思います。「主よ、あなたの御心が行われますように。」

3 
　やがてエリサベトは身ごもりました。そして5カ月の間身を隠しました。「身を隠す」この言葉は元の言葉では「すっかり隠す」とか「注意深く隠す」という意味の言葉です。「すっかり隠す」「注意深く隠す」それは近所の誰からも見られないように家の中に閉じこもっていたのでしょう。自分が身籠ったことが誰にもバレないように一切外に出ないで引きこもっていたのです。私はエリサベトは近所の人から身を隠すだけでなく、夫ザカリアからも身を隠したのではないかなと思いました。それはもちろん口が利けなくなった夫に嫌気がさしてというわけではなくて、お互いがお互いの一人の時間を大切にしたのではないかと思ったのです。二人ともそれぞれが沈黙の中で神様にしっかりと向き合ってザカリアは天使が自分に告げた言葉を喜びの知らせを何度も何度も心の中で繰り返していたのです。エリサベトはエリサベトで一人の沈黙の時を非常に大切にして、今神様がこんな自分を用いて何をなさろうとしておられるのか、主の御心を何度も何度も祈り求めていたでしょう。
そしてザカリアもエリサベトもこの静かな沈黙の時が神様が与えてくださった大きな恵みの時であることに気づかされたに違いありません。
　それは長い沈黙を破ってエリサベトが語った言葉に彼女の思いが現われているのです。
　25節です。「主は今こそ、こうして、わたしに目を留め、人々の間からわたしの恥を取り去ってくださいました。」
　「わたしの恥」彼女は不妊の女と言われ人々から蔑まれたその辛さを神様が取り去ってくださった、神様が私に目を留めてくださり子供を与えてくださったと言いました。
　「目を留める」この言葉は「注目する」とか「心に留める」という意味があります。神様がこんな私のことに注目して下さったということです。こんな私のことをきちんと心に留めていてくださったということです。それはつまりこんな私をきちんと覚えていてくださるということなのです。エリサベトの夫ザカリアという名前には「神は覚えておられる」という意味があります。そのザカリアの名前の通り神様は私を、私たちを決してお見捨てになることなく覚えていてくださっている。そして私たちを用いて大きな大きな恵みの御業をなそうとされている。そのような神様の恵みに沈黙の中でこそ気づかされて感謝の告白をするのです。
　
4 
　本日私たちに与えられました旧約聖書の箇所は詩編46編11節です。
　「力を捨てよ、知れ／わたしは神。国々にあがめられ、この地であがめられる。」
　この言葉は以前使っていた口語訳聖書の方がなじみがあると思います。私たちも礼拝の招きの言葉でこの詩編の言葉の口語訳聖書のものを用いています。
　「静まって、わたしこそ神であることを知れ。わたしはもろもろの国民のうちにあがめられ、全地にあがめられる」。
　神様は私たちに言われます。「静まって、わたしこそ神であることを知れ。」静かにして、心を静めて、沈黙の中でこそわたしこそが神であることを知れと。沈黙の中でこそ神様が神様であることを知るのです。ザカリアとエリサベトが沈黙の中でこそ、神様が私たちを覚えていてくださり私たちのようなものを用いて下さり、大きな御業をなそうとされていることを知ったようにです。恵みの沈黙の中でこそ私たちは神様が神様であることを知るのです。

5 
　今年は戦後80年の節目を迎えています。一昨日が8月15日の終戦記念日で私たちは平和への思いを新たにし、平和を祈ります。第2次世界大戦の中でナチスドイツと闘い続けたディートリヒ・ボンへッファーという牧師がいました。
　そのボンヘッファーが「沈黙しよう」という文章を記しています。少し長いですが紹介します。

「沈黙しよう」

沈黙しよう　み言葉に耳を傾ける前に。
私たちの思いは すでにみ言葉に
向かい合っているのだから。

沈黙しよう　み言葉を聞いた後に。
それは私たちの中に生きて住み、
なお語り続けるから。

沈黙しよう　暁に目覚めた時。
最初に聞こえてくるのが
神からの言葉であるように。

沈黙しよう　夜、眠りにつく時。
最後に聞こえてくるのが、
神からの言葉であるように。


　ボンフェッファーのこの言葉は私たちに沈黙の大切さを教えてくれています。「沈黙しよう」なのです。私たちはもしかしたら朝起きてから夜寝るまであまりにもしゃべりすぎているのかもしれません。誰かといる時に沈黙を恐れて常に何かを話しているのかもしれません。あるいは一人でいる時ですらも沈黙を恐れてスマートフォンなどに手を伸ばしているのかもしれません。
そして、私たちが神様に祈る時ですらも沈黙を恐れて一方的に自分の願いばかりを口にしているのかもしれません。祈りは神様との会話です。会話ですからキャッチボールです。まず神の言葉を聞く、そのために沈黙が大切なのです。沈黙をして神様の言葉に耳を傾けるのです。沈黙をして神様と向き合うのです。沈黙の中でこそ神様を知るのです。神様が私たちを愛して下さり、私たちの救いのために大切な独り子イエス様を十字架につけてまで愛して下さるその愛を知るのです。神様が私たちを決して見捨てることなく私たちを覚えていてくださっているその大きな恵みを沈黙のなかで知ることができるのです。
沈黙をして神様と向き合う、神様の恵みを沈黙の中で思う、そのことを大切にして新しい一週間の歩みをなしていきましょう。
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